
Title L・W・アイルズ著 本城俊明訳 団体保険の研究
Sub Title
Author 庭田, 範秋

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1958

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.51, No.12 (1958. 12) ,p.1105(85)- 1109(89) 
JaLC DOI 10.14991/001.19581201-0085
Abstract
Notes 書評及び紹介
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19581201-

0085

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


:

暗
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
.と
す
^
?
^
、--
.:倫理
学̂

*に
、王̂

^
^
"
^
葬
;0
: 

.;
去
る
よ0'
も
:>
何
ら
が
：の
接
近
を
試
み
？)
ベ
：.き
で
は
な
が
ろ
う
か
,°
>お
が
国
の.
. 

経
済
政
策
論
は
、
そ
の
成
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
そ
の
接
近
を
試
み
た
と
い 

う
氛
、.ボ
ト
ル
デ
イ
ン
グ
よ
り
経
験
科
学
に
：因
わ
れ
て

.い
な
い
'と
い
う
こ
と
が 

で
き
る
。
 

.
.
.

 

，

し
か
.し
そ
れ.に
し
て%'
、
..目的
を
か.か
.け
、'
.そ0湘
互
関
係
を
論
じ
_
'
目
的 

'と
手
段
と'の
.関
係
、
接
近
し
得
る
可
能
性
の
あ
名
葡
目
的
处
ど
を
提
起
し
た
点 

に
ボ
ー
ル
デ
イ
シ
グ
の
闻
目
が
あ

'6
う
:-
0
こ
の
点
に0
:い
て
は
、.;
私
：'自
身
既 

に
、
対
立
す
る
諸
目
的
を
い
か
に
し
て

'

1
つ
に
し
得
る
か'
^

掷
を
問
題
に
し
た-と
が
あ
り
、
ボ
ー
ル
.デ
イ
ン
：グ
の
意
見
に
金
く
養
成
で
あ

. 

る
。
し
か
し
彼.は
、.：心
理
学
の
碎
用
の
暗
示
に
と
：ど
ま

.っ
て
し
ま
っ
た
。

：

ニ.第
三
に
、
右
と
関
連
し
た
：こ
と
で
あ
る
が
、
へ
厚
生
函
数
の
成
立
に
づ
い
て

、
‘ 

决
し
.て
単
な
る
不
可
能
論
に
と
ど
ま
マ
て
：い
な
い

.
^
^
認
'め
て
い
い
。
し
か
し 

そ
の
拫
拠
を
単
に.現実
論
で
推
し
て■いる
の
は
、
不
十
分
で
あ
る
。
“
丨
ゼ
ン 

バ
ー
ダ
の
よ
う
な
社
会
学
：

i

方
法
あ
る
い
：は
、
ダ
ゥ
ン
ズ
の
ユ
う
な
政
洽
学
的 

方
法
.で
説
明
す
べ
き
で
あ
ろ
I

.

.

■.
:

:
' 

第
四
に
、本
書
を1.
.
貫
し
て
い
る
ボ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
の
思
想
に
、
生
物
学
的
お 

よ
び
生
理
学
的
ブ
ナ
ロ
ジ
ー
が
あ
る
。

た
と
，え
ば
社
会
を
一
個
の
生
態
と
し
て 

と
ら
え
、
各
種
の
生
物
が
相
互
，に
補
完
的
な
関
係
に
立
：ち
、

：

動
物
は
酸
素
を
輸 

入
し
、
炭
素
を
輸
出
す
る
よ
う
に

.、.社
会
も'
e
c
o
s
M
s
t
e

--
B
■とし
て
、
生
物
と 

同
じ
よ
う
に
生
存
し
て
い
る
と
考
え
：る
。
ま
た
社
会
の
行
動
原
理
を
状
態
の
維 

持
で
ぁ
る
と
し
て
解
釈
し
、
こ
れ
を

(

政
府
の
経
済
活
動
に
.%
適
用
す
る
な
ど

が
'そ
の
あ
ら
わ
れ.で
あ
る。
. 

'

こ
'の
よ
う
な
生
物
学
的
讓
は
い
へ
古
来
、
；多
く
の 

■;
:
'
'
学
者
が
試
み
た̂.
と
ザ
：知
り
、：
:'
わ
#
国
で
：も
、
最
逾
は̂
、
大
馨
行
博
士
が'
 

生
物
の
新
陳
代
謝
と
同
じ
は
た
ら
き
を
企
業
に
認
め

"計
画
経
済
の
基
礤
と
さ
：
 

-K
た

.̂
ど
、
今
日.で
も
有
カ
な.ア
ナ
.ロ_ジ
ー
.で
あ
る
。.し
ヵ
し.と
'れ
.ら
：の
試
み 

は
い
ず
れ
も.ァ
ナ
ロ
ジ.
~で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
.の
，も'0
で
は
な
い
。
.
ァ
ナ
ロ 

ジ
，
丨
は
説
明

.の
便
度
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
は
.あ
っ
て
も

、
'証
明
.の
根 

拠
と
す
べ
き
で
は
な
い
。
こ
の
と
こ
ろ
の
分
離
が
明
確
で
な
い
と
、
か
え
ァ
て 

.
博
識
が
誤
ま
っ
た
結
果
を
導
び
く
こ
と
に
な
ゐ
う
。
そ
れ
は

.と
も
か
く
、
ボ
ー 

ルi

ィ
，ン.ダ
：
の
こ
：
の
思
想
養

 

っ
て
お 

ぎ
な
わ̂
る
べ
ぎ
だ
：
と
/-
'う
い
わ.ゆ
るwathtub Theorem (

浴
槽
觉
理

) 

に
?'
£が
づ
，て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
自
体
は
、
決
し
て
誤
ま
っ
て 

.
ぃ.；る
も
の
で
は
な
い
に
し
.て
ヰ
、
や
は
り
そ
の
根
诞
は
納
得
し
得
る
論
理
を
必 

.要
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
す
る

.；

J

と
に
よ
ら
て
こ
：の
思
想
：は
政
策
論
に
生 

..か.さ
れ
て
く
る
よ
う
；に
思
わ
れ
る

。

v

最
後
に
一
言
。
；
も
し
本
書
を

、
' わ
が
で
お
と
'な
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
政
策 

原
理
八
き
わ
め
て
哲
学
的
な

>
.を
求
め
：る
：つ
も
り
で
読
む
な
ら
、
恐
ら
ぐ
失
望 

を
禁
じ
得
な
ぃ
0，

も
し
妻
を
、
囊
学
入
門
の
づ
も
り
で
广
あ
る
い
は
、
政 

.
策
論
め
ブ
ィ
デ
ィ;7
を
求
め
る
目
的
で
読
む
：な
ら
、：
そ
れ
は
ま
た
と
な
い
馨 

.，で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
麇
は
政
策
論
の
性
格
を
明
確
に
し
よ
う
と
努
力
し
.て 

い
る

者
か
、
'初
学
者
か
，で
な
け
れ
ば
、
価
値
を
見
出
だ
す

こ
と
の

II
か
し
い
本

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
ち
：
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団
体
生
命
保
険
、
す
な
.わ
ち
.団
体
保
険
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1
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1
3
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1
0
:
3
,
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1
0
6
,
,
.
0
-
&

マ
. 

penvlcllerung)y

と
ば
、
一
九
一
八
年
に
お
け
る
米

！̂
険
監
督i
.
: 

議
.

(the,. National:. con

<l'€lrtion.. of .'Insurance. COXQmissioilors )。

に
お
い
で
採
用
を
勧
告'さ
れ
た
る
矩
義
にJ:
'る
と
、「

有
診
査
ま
た
ば
.
_
^
查 

に
：ょ
：々

て
、
：五
十
人
を
下
ら
ざ
名
篇
者
を
倮
険
す
る
次
め
ご
.と
ぎ
咳
式
の
生 

命
傲
険
、
す
な
わ
ち
雇
主
に
交
附
す
る

'ー
個
の.保
険
証
券
に
ょ' っ
.
'て
契
約
1;
， 

そ
O'
保
険
料
は
雇
主
：の
み
:'
'
ま
：た

ば

雇

主

と

簾

者>1
;
0:
共

同

に
«3
:
'?-
て

支

払 

わ
れ
、
鑛
者
の
全
部
史
た
は
ぞ
の
：

|儒
状
況
が
決
定
す
る.鑛

者

の
®

^
 

.の
全
部
龙
、
：個
人
に
；ょ
る
選
択
钇
除
去
せ
る
あ

.条
繁

基

礎

と

し

：て
決
诺
す.< 

る
_

金
額
に
^

ぃて
、

雇
主
以
外
の
人
.々を
目
的
：に.契
約
す
る
生̂

£赞
で
. 

あ
る
;°
;た
.だ
1>
、
保
険
料
が
屉
主
と
：
^

奢
と
0
共
同
で
支
私
お
れ
、
そ5[
)
葜
ぺ 

約
の
刺
益
が
：す
べ.て
：の
有̂

^
者
に
提
供
ざ
れ
る.場
合

に

あ

：
：？
で

ば

、
、
：
か

、：

: 

か

る

篇

者
0:
七
割
五
分
を
，下
ら
名
る
人
：々

が
同
様
に
霞
ざ
れ
名

£
と
：を
条' 

件
と
ず
る-
!
'
と
0
.診

查

経

費

の
'節
約
.と
讓

契

約

：に
我
？
て
保
険
さ 

れ
る
人
々
の
、死
准
率
が
概
し
て
低
率

.で

.あ
る
.こ
：と
か
：ら̂

な̂
る
^
^
:の^,
供

，
 

を
可
能
と.し
^

©体
保

険

は

、
；
：
安

«
な
る
保
険
を
提
供
す
る
：

.こ

.：と

.

.
^
よ
び
勤
労> 

^

級̂
に
保
阶
利
用
の
途
を
開
#
'>
,

下
体
奢
、'
:危
險
作
業
従
事
者
の
：保
#

.
書

：
評

：
及
：
び

.：

鉬
：：

介
.：.

•

.

:

:■

加
入
真
合
易
に

.し
、
，
：
そ
の
加
入
強
制
が
で
き
る
こ
と
：
と
、
：
解

約

•
失
効
が
少
な 

ぐ
、
保
險
思
想
が
普
及
さ
れ
て
へ
も
っ
て
保
険
の
普
及
が
促
さ

.れ
、
こ
れ
を
経 

。
営
政
策
的
に
見
れ
ば
、
労
資
辕
調
で
労
働
の
安
定
が
実
現
ざ
ル
、
：雇
主
の
そ
の 

籠
者
団
体
への
注
意
と
観
察
が
喚
起
さ
れ
、

：
ま
仏
簾
者
‘
労
働
者
の
消
費 

の
骑
序
づ
け
が
行
わ
れ
る
;«
3:
.ぅ
纪̂
る
。,-
団
体
保
険.の
効
用
は
、
生
命
保
険
の
.
 

'学
理
.，
実
際
の8
^
0
あ
：
ヮ
；

特
に
力
を

.̂れ
て
説
：
か

〗

れ
t
い
る
こ
と 

が
多
い
が-:
'
こ
れ
は
い
か
に.団
体
保
険
が
有
兹
な
_

制
度
で
あ
る
か
を
物
語 

る
-_
_
:
:
規
象
で
あ.る
.。'ム)

.
^
^
 ̂

 ̂

■

/

生
命
保
険
の
書
物
セ
ぎ
免
繁
な
い
わ
が
国
に
鉍
っ
，て
は
、

：

団
体
保
険
の
学 

問
書
は
ま̂:
絶
無
と
称
し
文
ょ
か
；
な
ぅ
。
ハ

.近
時
は
、
：
団
体
保
険
が
わ
が
国
に
お 

.い
，て
重
視#
ら
れ
、
普
及
せ
ら
れ
だ
し
て
か
ら
か
、
論
文
、

,'
:
'
特
に
做
険
業
界
人 

の」

こ
め
：方
面
の
研
究
論
文
が
現
れ
だ
：し
た
が
：、
-
そ
れ
ぞ
れ
に
宥
益
な
も
の
で
あ 

る
0、
:̂
が
じ
が.の
傲
険
が%.
ぜ
と
：も
堯
達.1>
:
;て
い
：；る
米
国
で
は
:-
M
え
ば 

G
r
e
g
^
d

. w.; Group Life’Insurance; A
n
、Analysiscf con- 

cepts, contracts,. Costs,.and.company., practice,. Richard.:IX 

Irwin,:, .Inc.,: 1957.
woth

CD-nberg, .R.

.
 E'<s: 

o
ttr
*<l
>
-
r
w
;
へ
 
G
H
o
u
d
.
” 

Medicine and Health Insurance 

i
p 

Action' 1949oarsweIIV 

Canada .

や
本
原
書
 Group Insurance' and Employeeweti? 

me

a-prans by Loase WOHJes IlselpilvD ，Prentice-Hall,

I
no.
.
,
1
^
3
'*
^

^
が
^

'̂
.が
：、'
特
に
..本
原
書
が
-̂

評
が
^
る
;0
、

.

.

.

.さ
：で
產
 I

の
訳
者
襄
俊
明
氏
ほ
、
、

-̂seph.R Ma,c£

<T>'':an';efeln- 

surance. New York, 
1
9CO
9.の
翻
訳「

生
命
保
険
の
原
理

」
(

昭
和
十
七

八

五(

一
一
〇
五

)



年)
、
で
有
名
で
あ
る
が
、
戦
後
第
七
版
に
ょ
つ.て
こ
れ
を
改
訳
し
た

(

昭
和VI. 

十
ー
卬

)
。
こ
れ
に
続
け
て
本

城

氏
は
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J
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w
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M
a
n
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o
n
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h
a
p
m
a
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9
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保
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ラ
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ス
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ッ
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虓
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篥
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s
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s
e
n
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ゥ
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研
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>ど
、
そ
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翻
訳
活
動
は
目^:
-1.
:
ぐ
.、V 

.贫
だ
翻
訳
^
芷
確
厶
簡
明
な
--
;と
ば
高
<
評
価
さ
れ
で
览
ふ':
0'本
書
扣
そ
0
夫

：
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な
る
に
：か
が
わG
ず
、
;.
：訳
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正
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f
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文

章

：
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:,舊
士
ー
ー«
に

興

寒

引

办

れ

ゲ

も

〕

ー
ろ

一-別
む
団
俅
保
險
の
歴
苏
の
部
分
を
含
む
第
一
ニ

*

,第
一
一

1

章

も

法

目

す

べ

き

で

：あ

べ
る
：が

、
就

書

の

#
微
ザ
：あ.る
說
多
.0
註
は
今
證
命
廣
を
研
究
ず
る
に
際
し'

_

.で
ぢ
ろ
：ヲ

。
：

.さ
ぢ
^
各
^-
:
険
举
語
に
原
語
を
附
記̂

索
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の
存
在
は
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に
囊

の

：還

麗

を

増

し

た£
と
ー
と
思
わ
れ
る
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団

体

保

険

は

、

従

来

の

保

険

で

は

対

象

と

す

る

こ

±
の

で

き

な

如

っ

た

労

働
 

者

>:
,
,
勤

労

者

や

低

所

得

者

階

觀

を

茧

：
と

1>
て

对

象

と.し
、

^
た

|還
保

険

に

お' 

い

て

は

、

実

際

に̂ま

^

約

の

行

わ

れ

な

か

っ

た

小

金

齡

の

も

の

淤

契

約

ざ
 

れ

、;:
:
-
安

偭

な

る

霞

の
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提

供

に

お

ゥ

上

洚

の

讓

軟
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保

険
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用
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事

業
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茁

に

保

険
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め
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觀

ま
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部
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担

さ

せ
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霞
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霍
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険
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編

入#

る̂

べ

き
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と

し

て

学

界

の
.ー'部
で

ば
.認
識

.
さ

れ

て

ぃ

る
 

.が
、
。
そ

し

で

匕

の

紙

険

が

米

国

に

ぉ

ぃ

て

棒

ぬ

発

達

し

た

の

令

て

同

国

社

ム

羅

険

発

達

：
の

木

足

を

補

ぅ

.か
ら

と1K.

わ

.れ

.て

.い
る

が

、

；
本

書

に

お
 

い

て

も
.

「

実

際

的

に

は

；
、
：

0
体

保

険

運

動

ば
,'
海

外

で

確

立

し

た

国

家

社

会

保
 

•険
制

度

の

ア

メ

リ

力

版

；
で

、

米

国

の

私

企

業

制

度

0
わ

く

の

内

に

発

達

し

た

も
 

の

で

あ
'り
ま

す」
(

著

者

序

？

-

一

 
頁
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と

。
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は

団

体

保

険

の

社

会

的

：

• 

背

景

を
V
:
:
,

都

市

の

発

生•拡
大

、

戦
 

#
>
.
企

業

集

中

、.労
働

組

合

の

生

成

発

展

、

不

況

，

.：
失

業

、

先

覚

者
、
■ 

.

法

律

の

， 

制

定

•改
廃

，
突

発

事

件

、
f

団

体

の

活

動

、̂

|
1
題

な

ど

に

求

め

(

て

、

「

：
こ

， 

の

生

命

保

険

の

新

じ

い

担

保

形

式

の

創

始

者

と

し

て

の

モ

ン

ト

ゴ

メ

：
リ

士
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ォ
へ
-
ド

会

匙
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揩

摘

し

、
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'
:
無

か

ら

い

：
か

な

.
る

理

念

も

創

造

さ

れ
 

な

い

、
.こ
の

保

険

賓

素

は
f

紀

に

苴

つ

て

行

わ

れ

た

数

理

：

務

ぞ

修

正

し

： 

.て
使

用

し

た

も

の

で

あ

る

と

し

、

.屉
主

の

集

団

購

賈

カ

利

用

、
'
無

診

査

ど

低

料
 

保

険

.な
ど

か

ら

、.'
保

険

界

に

新

生

面

を

開

い

た

と

主

張

し

て

、

さ

て

！

！
体

保

険
 

は

—|
産

業

時

代

の

新

し

き

需

要

と

勢

カ

に

痧

じ

て

生

れ

た

%'
の

.で
お

る
0:
:.
:
ぃ
 

，
そ

れ

は

屜

主

と

使

用

人

間

の

協

同

.の
：
原

理

を

導

入

し

、

■
か

く

し

て

合

衆

国

に

於
 

け

る

社

会

的

菌

的

贮

重

要

炎

諸

運

動

の

先

駆

を

な

し

：
た

%'
め

で

あ

る

」
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：'.
と

明

記

し

：
て

あ

る

が

、
：

.'
'こ
の

見

解.は
適

芘

.
公

疋

な

も

の

と

認
 

.め
ら

れ

る

が

、
：

た

だ

こ

の

結

論

ま

.で
の

：
論

述

が

お

ま
,0
.
に

線

花

的

に

あ

ら

ゆ

る
 

醫

に

^

1

ぎ

：
て

、

そ

の

梭

心
.を
ど

こ

に

置

く

が

も

解

し

難

く

、
.
：
：
^
;
の

部

分
 

に

ょ

ゥ

多

く

め'1
:
数

が

割

か

れ

て

、̂ら

に

ニ

：
段

と

内

容

が

整

理

，
：
強

化

さ

れ

： 

て

い

た

ち

と

思

わ

れ

る

と

ど

岑

で

あ

る
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'
:

攀

と

保

険

と

：の
関
適
比̂
か
：な

か

習

い

問

讓

あ

る

で

あ

ろ

ぅ

が

本 

書
は
そ
：の
一
部
セ;£
め
問
題
に
«

れ
て
1>
る
。
：_

と
し
て
は
3
両
大
戦
役
^

會

評

及

.が
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、
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こ
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に

炎

る.ち
U
.い
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'米
国

.
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保

険

会

社

が

戦

時

中

き

わ

め

て

国

家

.
に

奉

仕
 

的

で

あ

づ.；た
と

ど

は

、

本

書
^
ょ

>
.て
も

窺

：
い

知

ら

：
れ

る

ャ

:
:
:
,
ン

.

'
さ
て
本
書
は
本
文
の
最
終£
早
に
お
い
で
団
体
保|

動
の
評
価
に
つ
い
：て' 

述
べ
：ポ.
“
る
。>'
団
体
保
険
に
対.し
政
府
当
局
、
聖
職
、
新i

誌
f

好
意
的 

で
あ
？
た
ご
ど
が
記
を
抝,

,1
>
か
：
る
玲
ー
へ
方

(
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1
団
体
保
険
制
度
に
対
す
る
初
期: 

の
蕩
組
合
の
態
度
は:}
>
組
合
.の
指
導
者
が
'>
'
:団
体
保
険
は
、
使
用
人
の
忠
誠 

心
,̂
'
組

合

指

導

者

が

ら

し

、，，労
働
組
合
運
動
を
さ
ま
た
げ
る
た
：め
に
立
案 

さ
れ
た
4'
の
で
あ
る
ど
い$
疑

惑

を

：も
.つ
た
の
で
、
S
だ
しく̂

であつ
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)
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:保
険
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究
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じ
：て
法
意
す
べ
き
事
柄
で
は
な
か
ろ
ぅ 

'か
ヲ
個
人
主
義
的
藝
者
の-—
部
が
団
体
保
険
を
弋
労
働
者
の
能
率
を
増
大
す 

る

た

め

：
に

、
-;
'
'玄
た
は
労
働
者
の.移
動
率
を
削
減
す
る
手
段
と
し
.：て«-
-X

四
：五
〇 
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用
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、
ま
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あ
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営
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が
，
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人
た
ち
に
：ょ
る%'
つ
.と
大
き
な
、
. 

費
用
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が
か
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襄
求
の
先
制」,

:

(

：四
五
0
頁〕

:と
;u
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か
も
知
れ
^
い
こ
と
を 
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め
て
、F

何
の
程
度
ま
で
経
営
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が
人
道
的
精
神
に
動
か
：さ
れ
た
か
、

：

そ
れ 

を

測

る

こ

と

：
は
：
出

来

な

い

J
X

四
五
0
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0，
し

か.し
歳
月
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ど
：も
に
こ
れ
ら
経 

営
者
達
が「

使
用
人
と
：そ
の*
族
の
^

^
の
福
祉
に
^
づ
き
、'
:且

;>
便

用

人

の
 

士
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改
善
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彼
等
め1
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増
進
し
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れ
が
ま
た.転
じ
て
、H

場
の
能
率 

を
増
進
す
る
と
い
ふ
何
等
か
の
予
測
の
下
に
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こ
の
保
険
を
講
入
す
る
や
>
に 

:
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ら
.た
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に

こ
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：
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.れ
が
理
解
を
深
め
賛
成
^

_
'1
>
た
。
：.：各
種
の
労
働
紙
合
が
围
体
保
：険
：

.疼

加

入： 

し
、
？
若
千
の
ー
変
遷
を
経
た
後
、

.
:遂

忆
.—1

個
今
の_

者
の
態
度
は
、-
般
^
 ̂

そ

れ

が

労

働

組

合

ま

农

は

響

者

の

発

起

.に
ょ(

っ
.た
と
否
ど
に
か
か.は
ら
ず
、
：： 

©

^

険
制
度
に
寶
成
で
あ
る

」

；

(

吗

五
/\
1

四
-2
1

九
頁
>
。
.
本

書

は「

団

体

保
'■
'
. 

_

運

動

の

養

的

、
社
会
的
0
,価
値」

..(

四
六
0

頁
>)

を

第

十

兰

章

の

各

所

で

V

 

明
示
し
て
い.る
が
、
；

「

社
会
的
見
地
か
：ら
す
れ
ば
、
こ

1

^
保
険
制
度
は
、
.
入
々
：

が
、.人
生
&

け
が
た
：い
危
阶
に
遵
遇
し
た
と
-#
、
：.勇
気
：と
自
立
を
与
：へ
る
方 

便
で
あ
る
。..
:
'
:
:
.
^
1
!

で
'は
^
<、
、.：契
約
上
の
権
利->
1
し
て
受
取
る
特
典
の
刺 

益
に
：つ
い
で.は
、
高
揚
す
る
人
間
精
神
の
眼
界
.か
.ら
見
て
、
否f

難

：い

も

の

； 

で
あ
’る
1
'
3六
三
.茛)

：。'全
般
的
に
考
え
て
は3
 

分
が
投
資
運
用
せ
ら
れ
る
.の
で
、

V

広
く
社
会
お
ょ
び
国
家
に
対
す
る
経
済
的
利 

益
を
も
た
ら
し
て
ゐ
るM 

S六
三
頁
：

)

。
.団
体
保
険
は
労
働
者
異
動
の
低
減
、
；：
 

_ス
ト
ラ
ィ
キ
と
赞
働
義
の
：防
JH
.
回̂
避
、
使
用
人
の
患
誠
心
.
Q強
化
、
生

産, 

増
強
、
社
会
的
善
意
の
造
成
、
優
良
労
務
者
の

」

誘
引
、
食
窮
労
務
者
の
救
援
な 

'ど
の
®3!

者
の
利
益
を
達
成
し
た
と
す
る
本
書
は
、
立
場
を
変
え
て
使
用
人
の 

侧
か
.ら
、
な
る
ほ
ど
こ
れ.は
適
正
賃
金
、
：，妥
当
な
労
働
時
間
も
.し
く
は
労
働
条 

件
の
改
善
に
代
る
こ
と.は
で
き
な
い
け
れ
ど
も
、
.団
体
保
険
制
度
は
こ
れ
ら
上
. 

述

の

基

本

的

用

件

の

顔

と

し

て

「

使
用
人
の
福
祉
に
：测
り
が
た
ん
利
益
を
与
、 

へ
.

J (

四
六
七
茛>
:た
：と
し
な
が
ら"「

使
用
人
の
立
場
か
ち
す
れ
ば
、
団
体
保
：
 

險
制
度
に
は
一
つ
の
大
ぎ
な
，不
刹
益
が
あ
る

.1
—(

四
六
七
頁>。
つ
ま
り
保
険
が.

一.時
的
セ
、
使
用
人
が
離
職
す
る
時
に
保
険
が
失
効
す
る
こ
と
で
あ
る
と
指
摘 

し
て
.い
る
。
.と
す
る
と
、
：.
も
し
こ
の
点
の
み
が
改
正
さ
れ
る
な
ら
ば
団
体
保
険

:
.
'..
.

'
a

a

q 

1
0
5

は
労
働
者
に
とっ
て
、
た
だ
た
だ
歓
迎
さ
れ
て
_
謝
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
ぅ 

.か
::
:0
:
団
体
保
瞬
に
そ0:
簽
生
時
か
ら
黯
し
て
い
る
蕩
組
合
を
弱
化
さ
せ

、
'
. 

そ

の

強

化

を

阻

害

す

る

ハ

の

階

級

意

識

の

高

揚

を

遅

延

さ

せ

、
そ
の
団 

結
を
攪
乱
す
る
と
す
シ
諸
批
判
に
は
^
本
書
ば
パ
そ
レ
て
本
著
者
は
い
か
に
答 

.*又:?
)
-
'
の
^
あ
ろ
ラ
.か
。
..

奋
て
本
書
本
文0

最

終
.
1頁
部
分
に.お
^
.で
:-
:
>—|
団

体

保

険

事

業

の

当

面

す
 

る
も
めj 

(

四

，六
：

.九
頁)

に
つ
い
て
論
逮
し
で
：あ
る
が
、
：
最
近
.ま
で
労
働
者
の 

側
か
ら
で
な
ぐ
、
経
営
者
.の
側
.か
ら
出
さ
れ
た
団
体
保
険
制
度
へ
の
発
議
が
、

.

保

険
；'
#
社
の
拍
車
を
か
け
た
^

^
!の
.も

と
に
、

使
用
人
側
に
も
理
解
さ
れ
て
か 

.ら
、

_

樂
世
紀
な
ら
ず
し
：て
、
賃
金
労
働
者
め
俸
耠
袋
を
お
：び
や
か
す
肉
体
的
危 

険
を
そ
の
経
済
的
能
カ
£

従
：：？.て
保
護
す
る
と
：耷

ぅ

I

産
業
理
念
め
異
論
の
な 

い
定
説
と
な
る
に
到
づ
芒
乂
四
六
九
貢
^

^

団
体
保
険
運
動
の
驚
異
す
べ
き 

発
展
は
、
，，産
業
賃
金
労
務
者
に
対
す
る
経
済
的
保
証
の
方
面
で
、
何
事
が
完
遂 

さ
れ
た
か
を
示
す
心
強
き
情
景
炎
あ
る

1-(

四
六
.九
頁)

。：

し
か
し
な
が
ら
小
さ 

な
地
方
の
組
合
，
小
令
な
*

1
者
に
^

強
大
众
組
合.
大
企
業
と
同
様
に
、
使 

用
人
：の
：所
得
の
滅
損
に
対
し
て
適
切
に
保
証
す
べ
：き
社
会
的
責
任
を
負
わ
せ
、 

そ
し
て.団
体
保
険
を
こ
れ
ら
に
ま
で
浸
透
さ
せ
、
強
度
を
高
め
さ
せ
、

「

こ
れ 

が
解
決
は
民
間
企
業
^

手
中
に
あ
谷1—(

四
：丄
ハ
九
頁> 
と
：し.た

，
こ

と

は

、

.
な
ん 

と
も
無
理
が
あ
る
：ょ
.ぅ
で
：あ
る
。
：

)

た
だ
し
米
国
の
小
紙
合
，

.，
小

,

者

の

社

会
 

的
な
立
場
や
地
位
が
、
:わ
れ
わ
れ
が
す
ぐ
思
..い
を
到
す
わ
が
国
の
中
小
企
業
な 

ど
と
本
質
的
ま
た
は
庄
倒
的
に
相
違
す
る
な
ら
ば
ま
た
别
の
こ
と
で
あ
る
。

こ 

の
.点
は
わ
が
国
保
険
学
者
に
ん
て
団
体
保
険
を
専
攻
せ
ん
と
す
る
も
の
の
良
き

.

1

題
目
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
ぅ
か。

：,'

「

政
府
の
任
務
は
、
来
国
民
主
政
治
の
伝
統
機
斷
の
内
部
で
、
す
べ
て
の
労
；

.務
者
に
保
証
の
基
準
的
段
階
を
設
歡
す
石
こ
と

」

：C

四
六
九
頁)

：
で
あ
る
。1~

民
，
 

間
企
業
の
役
割
は
、
こ
の
や
ぅ
な
土
台
石
の
上
に
、
適
当
な
建
物
を
建
設
す
る 

こ
と
で
あ
るj.c

四
六
九
頁 >"

団

体
保
険
の
®
業
は
、.
在
ま
で
に
'完
遂
し
た
：

妻

之

簾

的

条

件

办

変

更

に

適

応

し

.た
過
去
の
記
録
塞
察
へ
'
髮

し

て

、
:■
'
'■一 

r

米
国
の
賃
金
労
働
者
.に
対
す
る
経
済
的
且
社
会
的
奉
仕
の
継
綺
と
、
改
善
の

' 

' 

能
力y

関

ず

る

将

来

の

責

任

に

当

學

る

と

い

ふ

こ

と

が

出

来

る

」

:'
:
:
C

Sハ
：九
'
..
' 

頁)

。
：
妻

の

顏

結

論

が

こ

れ

で

あ

る

。

 

，

:
.:

..
:

:

奮
樣
い
が
に
^
米
国
の
書
物
ら
し
い
書
物
で
お
る
0
持
て
る
国
の
、'そ
し 

て
人
間
関
係
の
合
理
化
さ.れ
た
常
識
的
免
実
際
を
重
ん’
る
^
諸

豪

と

ぞ 

の
労
働
組
合
の
発
達
じ
：た
、_

的
な
精
神
と
民
主
主
義
の--
*
疮
は
発
逢
し
贿
；
.
 

立
さ
れ
て
い
る
国
家•社
会
の
、
な
お
そ
の
上
に
生
命
保
険'の
.き
わ
めy

高
度
.

，に

発

達

し

た

と

：こ
ろ

'に
お
け
る
団
体
保
険
の
歴
史
、
実
際.
1

•内
容
.
問 

:

題
点
等
を
説
明
し
、
：紹
介
し
ま
た
理
論
づ
け
：て
.い
'る
。'あ
.え
：
て
苦

言

を
述
べ
れ 

:
ハ
ば
、'本
質
的
な
匕
の
僚
險
へ0.
追
求
に
不
足
於
ぁ
石
が
、
こ
れ
は
米
国
の
学
問
.

.
研
统
ま
た
は
学
者
^
そ
の

t
#

の
や
や
共
通
し
た
欠
点
で
あ
-?
て
、
本
書
と
本 

著
者
の
..み
は
せ
め
ら
れ
ま
い
。

‘逆
；に

米

国

の

社

会

.と
生
活
が
及
れ
を
ヽ
必
要
と
し 

■.な
>̂
.ょ

-5
,だ
广
セ
ま
が
度
ま
れ
た
状
態
に
在
る
か
ら
で
も
ぁ
？
て
、
世
界
の
生 

.
命
保
険
壬
国
と
し
て
こ
の
傾
向
は

'ー
.段
と
強
い0
.わ
れ
わ
れ
は̂

を̂
基
礎
•

,

:
土
台
、
そ
し
て
入^

と
し
.て
マ
：こ
れ
に
，高
度
の
学
理
論
づ
け
を
行
い
、

さ
ら

}- 

:

団
体
保
険
を
わ
が
国
の
問
題
と
し

‘て

思

考
.
追
求
し
て
、

こ
れ
を
現
実
に
生
さ 

:

な

け

れ

ば

な

ら

が.い
。(
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